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予算（事業）の執行

ྩ݄̒̕ఆྫձٞ

ྩ̑決算Λ৹ࠪ
　９月定例会議は、９月５日から10月１日までの27日間で開催されました。
　今定例会議では、令和５年度の予算がどのように執行されたのかを審査するための決
算審査を行いました。ここでは、議会における決算審査の意義を中心に、今定例会議で
の審査内容をお知らせします。

��ᴹܾࢉ৹ࠪͱ
ɹʮ決ࢉʯとは、ࡀೖࡀग़༧ࢉにͮ͘جऩೖと
ॻです。༧ࢉܭしたܭग़の１年ؒの݁Ռをूࢧ
たか͛ڍをࣥ行した݁Ռ、ͲのようなՌをࢉ
をࣔすՌใࠂでもあります。議会では、決ࢉ
審査をとおして༧ࢉがదਖ਼かͭޮ的にࣥ行さ
れたのか、ॳの的のとおりにࣥ行されたの
か、その行政ޮՌޮࡁܦՌを૯合的にධՁ
ʢೝ定ʣしています。決ࢉのೝ定は地ํ自治๏
に定める議会のॏ要なݶݖのҰͭです。

��ᴹܾࢉ৹ࠪͷҙٛ
ɹ決ࢉ審査では、市の政策のল߲ࣄޙࠓのվળ߲ࣄを࣭ٙし、場合によっては議会か
らのʮ決議ʯʮ要望的意見ʯとしてまとめ、ࣥ行ػ関ʢ市ʣにఏݴする͜とによって、
議会からの意見をそのޙの༧ࢉฤࡒ政ӡӦに生かしてい͘͜とをٻめています。ͭま
り、決ࢉはたͩ୯にࡢ年のࢧग़をೝ定してऴΘりではな͘、その݁Ռをޙࠓの市のࡒ政の
݈શԽとదਖ਼Խに立てるというকདྷにけたલきな意ٛがあります。
ɹまた、議会が決ࢉを審査する͜とで、ࣥ行ػ関はશてのࣥۀࣄ行ࣄॲ理にたって
৻ॏになるという͜ともあり、ػࢹのׂもՌたしています。

��ᴹܾࢉ৹ࠪʹあͨͬͯΛཧ
ɹ会津若松市議会では、༧ࢉ決ࢉ委員会の分Պ会ごとに決ࢉ審査の̎か月લから審査に
おいてॏ的に࣭ٙを深めていきたい政策の༰をʮʯとしてまとめています。
をまとめるࡍには、ୈ̓࣍૯合ܭըݸ別のܭۀࣄը、行政ධՁ、さらには市民との意見
交換会等からग़された市民意見各छ団体からの意見、͜れまでの審査のܦա、先進地に
おける調査なͲをߟࢀにしています。審査のࡍには、͜のをத৺にॏ的な࣭ٙがల
開され、ޙࠓの市の政策に生かされていきます。

Λݟຽҙࢢ
ͱͨ͠ى
ࡦαΠΫϧ
ͷΠϝーδ

৹ࠪࢉܾ
ίί

①
市民との
意見交換会
（皆さんの声）

②
政策研究

③
政策立案
（提言）

④
事業執行
状況の
監視・評価

ʮ決議ʯͱ、議会͕行͏ҙܗࢥ行ҝで、議会のҙࢥをର֎తʹද໌すΔ͜ͱ͕ඞཁ
で͋Δͱ͑ߟΔ߹ͳͲʹ行われます。また、決議のछྨのͻͱͭʹ、ʮෟଳ決議ʯ͕͋
Γます。ෟଳ決議ͱ、Մ決͞れたҊ݅ʹରし、ۀࣄをࣥ行すΔ্でのཁཹҙ߲ࣄ
をද໌すΔたΊʹ行われΔのです。また、ʮཁతҙݟʯ、ձएদٞࢢձಠࣗの
Έで͋Γ、ࣥ行͕ؔػࡦを࣮ࢪすΔʹ͋たΓ議会のཁ߲ࣄを͑Δのです。

ٞձͷʮܾٞʯɾʮཁతҙݟʯͱʁ
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執行機関の動き

決算審査の
結果を反映

予算（事業）の執行

༧ࢉ৹ ʢࠪࢢͷࡦʣө
݄̎ఆྫձٞͰࢢͷ༧ࢉΛ৹ࠪ
決算審査で審査した内容が市の政策として予算案に反映されているか、
住民福祉の向上につながる予算となっているかなどを審査します。
ここでも、市民意見を基に審査し、必要があれば決議や要望的意見など
を付しています。

ॴࣄௐࠪ
会津若松市議会では、委員会ごとに通年で政策課題に対する調査・研究を
行っています。調査を通して得られた知見は、各定例会議における審査に生
かされています。

毎年５月と１１月に、市民の皆さんのさま
ざまなご意見をお聴きするため、議員が各地

区に伺う市民との
意見交換会を開催
しています。

ື۠Ͱͷҙަݟձ
ͷ༷ࢠʢ3�����ʣ

市ຽͱͷҙަݟ会

ஂମͱͷҙݟ
ࢠձͷ༷ަ
ʢ3������ʣ

政策立案のために、必要に応じて議会
が団体等に依頼し、分野別の意見交換会
を開催します。団体等からの要望により
開催する場合もあります。

ผҙަݟ会

調査・研究している政策課題への理解
を深めるために、専門家を招き、その分
野に関するセミ
ナーを開催して
います。
ҬแׅέΞγες
Ϝʹؔ͢Δηϛφʔ
ͷ༷ࢠʢ3������ʣ

ηϛφʔͷ։࠵
行政課題の解決のために、先進的な取

組を実施している他自治体を委員会ごと
に調査しています。

ઃҕһձͷݐ
ࢠௐࠪͷ༷ߦ
ʢ੩Ԭݝপࢢɹ
3������ʣ

行ௐࠪ

૯ҕһձͷߦௐࠪ
ͷ༷ࢠʢؠखݝҰؔࢢɹ
3������ʣɹ

次のページから、今定例会議で行われた
決算審査の内容をお知らせします。

調査

৹ࠪ༰Λ
ͱʹ͞Β
ʹௐࠪ

৹ࠪʹө
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ふれあい号通学便の実施に至るまでの経過と議会の取組

৹ࠪͨ͠ࡦ「公共交通」
ɹ͜͜Ͱɺࢢୈ̓࣍૯߹ܭըʹ͛ܝΔʮެަڞ௨ʯ
ࡦΛྫʹɺҬަ௨Λ௨ֶͷͨΊʹ׆༻͢Δ͜ͱ
ʹͳͬͨ͜Ε·Ͱͷܦաͱٞձͷܧଓͨ͠औɺͦΕ
৹ࠪʹ͍ͭͯհ͠·͢ɻࢉܾ̑ྩͮ͘جʹ

議会の取組①
～地域内交通の通学のための活用に向けた取組～
ɹ会۠のҰ෦で、ྩ̎��݄からҬからのཁ
をड͚ͯҬ内ަ௨ʮ会;れ͍͋߸ʯをࢠͲたͪ
のౙقのԕڑ௨ֶのたΊʹ׆༻し͍ͯます。
ɹ͜れ、ฏ����݄։࠵の議会ͱࢢຽͱのҙަݟ
会ʹお͚Δࢢຽҙݟอऀޢからのཁをड͚ͯ、ࢢڭ
ҭҕһ会、会Ҭͮ͘Γҕһ会、ަ௨ڠ͕ऀۀࣄ議を
ॏͶ、;れ͍͋߸のϧーτؒ࣌をҰ෦มߋした্で࣮ݱ
で͖たऔで͋Γ、議会࣮͚ͯʹݱҰൠ࣭ҕһ会
審査をͱおしͯఏݴし͖ͯたऔで͋Γます。
ɹҬॅຽのதʹ、Ҭ内ަ௨の௨ֶのたΊのར༻の͞
らͳΔ֦ॆをΉ͋Γ、༧算決算ҕһ会ୈ̍Պ会で
、ॅຽのをөし͍ͯΔか、Ҭ内ަ௨を༗ޮతʹ׆
༻し͍ͯΔかͳͲ、ܧଓしͯࣥ行ؔػのऔを࣭ٙʢ審
査ʣし͍ͯます。

ฏ����݄
ɹࢢຽͱͷҙަݟձ
　　・北会津地区の保護者から
　　　スクールバスについて意見

議会の取組②
ྩ݄̐̕定例会議で、௨ֶのたΊʹҬ内ަ௨を׆
༻すΔ͜ͱʹ͍ͭͯ、ࢢཁతҙݟをఏग़しました。

ʲཁతҙݟͷ֓ཁʳ
ɹࢢຽͱのҙަݟ会ͳͲʹお͍ͯ、Ҭ内ަ௨を௨ֶの
たΊʹར༻した͍ͱ͍͏ཁ͕دせられ͍ͯΔ͕、௨ֶの
たΊのެަڞ௨のར༻ʹ͍ͭͯ、ڭҭҕһ会でԕڑ௨
ֶのたΊのॿ੍を行ͬͯおΓ、Ҭ内ަ௨をར༻した
߹ʹॿ੍͕ద༻͞れΔかͲ͏か、ڭҭҕһ会ͱの
ௐ͕ඞཁͱͳΔ。ԕڑ௨ֶのたΊのॿ੍ʹ͍ͭͯ
ҬʹΑͬͯରͱͳΔཁ͕݅ҟͳΔ͜ͱから、Ҭ内
ަ௨のੑ׆ԽのたΊʹ、ڭҭҕһ会ͱڠ議し、Ҭの࣮
ʹ߹ͬたҬ内ަ௨の׆༻͕ਤられΔΑ͏ཁすΔ。

議会の取組③
ɹฌݝݿࢢٶのίϛϡχςΟަ௨
ʹؔすΔऔʹ͍ͭͯ行ௐ査を࣮
し、ҬओମのίϛϡχςΟަ௨ࢪ
ʹରすΔࢧԉิॿのࡏΓํʹ͍ͭ
ͯཧղをਂΊました。

ྩݩ݄̒ʙ��݄
ɹձҬ࿈ܞձٞ
　　・小学生のスクールバスの
　　　要望提案
　　・通学支援の方法について
　　　検討

ྩ݄̎̒ʙ��݄
ɹձެަڞ௨ձٞ
　　・�通学支援の方法について

具体的な運行方法などを
協議

令和２年12月
　ふれあい号による
　通学便の運行開始

令和6年9月
　令和５年度
　決算審査

令和４年９月
　令和３年度決算審査で
　市に要望的意見を提出

令和４年11月
　先進地調査を実施



議
案
等
の
審
査

審

議

結

果

賛

否

一

覧

一

般

質

問

議
ձ
͔
Β
の

͓



Β

ͤ

特

集

あいづわかまつ広報議会　 6．11．1ü

ձ۠ΛΔʮ;Ε͍͋߸ʯ

ɹࢢ内で̐ͭのҬでҬ内ަ௨͕ӡ行͞
れ͍ͯΔ͕、ίϩφՒをͯܦར༻ऀ͕ݮগし
͍ͯΔʹ͋Δ。ͦ͏したதで、Ҭの
行ࣄのࡍʹར༻をଅすͳͲ、Ҭॅຽͱڠ議
しͳ͕らӡ行をܧଓし͍ͯΔ。
ɹまた、Ҏલから議会ͱしͯҬ内ަ௨の௨
ֶのたΊのར༻をٻΊͯおΓ、ྩ̎��݄
から会۠のҰ෦ʹお͍ͯౙؒقの௨ֶ

議会の取組④

ɹ͜れまでのܦաを౿ま͑ͯ今定例会議の
༧算決算ҕһ会ୈ̍Պ会の決算審査で、
ʮެަڞ௨ʯࡦをʹઃ定し、審査ʹ
ྟΈました。

令和６年９月定例会議
令和５年度決算審査

࣭

ห

Ҭަ௨ͷ௨ֶͷͨΊͷ׆༻ঢ়ٴگͼར༻֦େʹݕ͚ͨ౼ʹついͯ͏ɻ

ɹҬ内ަ௨ʮ会;れ͍͋߸ʯで、ౙقのேのؒ࣌ଳʹ̍ศ૿ศし、௨ֶのたΊʹ
ར༻で͖ΔΑ͏ʹӡ行し͍ͯます。໊ۙ̍から໊̎のࣇಐ͕ར༻しͯおΓ、今ޙӡ
行をܧଓし͍ͯ͑͘ߟです。
ɹまた、௨ֶศのར༻֦େʹ͍ͭͯ、̥̩̖ҬのํのҙݟをまͱΊた্で、ڭҭҕ
һ会ͱڠ議し͍ͯ͑͘ߟです。
ɹື۠でҬ内ަ௨ʮΈͳͱόεʯをౙقの௨ֶのた
Ίʹར༻した͍ͱ͍͏อऀޢの͕͋Γます͕、̣̥̤๏
ਓΈΜͳͱືまͪͮ͘ΓωοτϫーΫʹՃೖすΔॅຽのํ
͕ӡ行しͯおΓ、ຖӡ行し͍ͯΔわ͚でͳ͍たΊ、௨
ֶのたΊʹར༻すΔ߹ӡసखの֬อ͕՝ͱͳ͍ͬͯ
ます。で͖Δ͚ͩཁʹԠ͑られΔΑ͏、Ҿ͖ଓ͖、ڠ議
をܧଓし͍ͯ͑͘ߟです。 ື۠ΛΔʮΈͳͱόεʯ

ͷ࣭ٙΛऴ͑ͯʜ「地域内交通の利用について」委員間討議ه্
※
を実施しました。

のたΊʹҬ内ަ௨͕ӡ行͞れ͖ͯたܦաʹ
͋Δ。今ൠの࣭ٙʹお͍ͯࣇಐɾੜెのར
༻ঢ়گを֬ೝし、͞らʹࣥ行ؔػで会
۠ʹお͍ͯ今ޙӡ行をܧଓすΔ͑ߟで
͋Δͱのหで͋ͬた。͜͏したऔをܧଓ
し͍ͯΔධՁで͖Δ。
ɹҰํで、Ҭ内ަ௨の࣋ଓՄੑの؍か
ら、ऩࢧ͍ͯ͑ߟかͳ͚れͳらͣ、ิ
ॿۚʹで͖Δ͚ͩཔらͳ͍Α͏ͳମ੍をҾ͖
ଓ͖ݕ౼し͍ͯ͘ඞཁ͕͋Δ、ͱのՊ会ͱ
しͯのڞ௨ೝࣝʹࢸΓました。

Տ౦۠ΛΔʮΈͳͮΔ߸ʯʢࠨʣͱ
ۚொΛΔʮ͞Θ͔߸ʯʢӈʣ

　表決の前に議案に対して、適切な説明責任、
議決責任を果たすため、議員同士で自由に討議
を行うことをいいます。

※委
い

員
いん

間
かん

討
とう

議
ぎ

とは？?

検討を継続
ɹ今ޙ議会ͱしͯҬのをஸೡʹฉ͍͍ͯ͘ͱͱʹ、ʑ
มԽすΔެަڞ௨のࡏΓํをূݕし、Ҭͷ࣮ʹ߹ͬͨҬ
ަ௨ͷ׆༻͕ਤΒΕΔΑ͏ɺ༧ࢉ৹ܾࠪࢉ৹ࠪΛͱ͓ͯ͠ࢢʹ
ఏݴし͍͖ͯます。

˔ҕһಉ࢜Ͱ౼ٞͨ͠༰
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˞�ɹऩӹతऩࢧʜʢਫಓɾ؆қਫಓʣਫをͭ͘ΔたΊのऩࢧ
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˞�ɹࢿຊతऩࢧʜࢪઃをͭ͘ΔたΊのऩࢧ

全ての令和５年度決算を認定しました

令
和
５
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
決
算
は
、
予
算
決
算
委

員
会
各
分
科
会
で
審
査
し
、
ø÷
月
１
日
の
本
会
議
で
全
て
の
会
計
の
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
（
各
会
計
の
決
算
額
は
左
表
の
と
お
り
）。

こ
こ
で
は
、
予
算
決
算
委
員
会
各
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

令和５年度会津若松市各会計別決算 ʢઍԁҎԼޒࣺ࢛ೖʣ
会        計 歳       入 歳       出

一般会計 555億 655万円 524億6,332万円

特

別

会

計

国民健康保険 113億1,053万円 110億9,154万円
観光施設事業 3億4,997万円 3億 639万円
地方卸売市場事業 1億 87万円 9,337万円
扇町土地区画整理事業 7億2,498万円 4億7,141万円
介護保険 134億2,085万円 128億6,031万円
三本松地区宅地整備事業 1億 883万円 588万円
後期高齢者医療 15億2,079万円 15億1,080万円

公営企業会計 ʢઍԁҎԼޒࣺ࢛ೖʣ
会        計 収       入 支       出

水道事業
収益的収支

※１
32億3,061万円 29億7,989万円

資本的収支
※2

5億6,049万円 16億7,670万円

簡易水道事業
収益的収支 2,613万円 1,841万円
資本的収支 1,655万円 2,064万円

下水道事業
収益的収支 35億1,061万円 32億 812万円
資本的収支 17億4,970万円 31億9,995万円

ެ
ڞ
ࢪ
ઃ
Ϛ
ω
δ
ϝ
ϯ
τ
ͷ
औ

に
ؔ

͢
Δ
ڭ
ҭ
ҕ
һ
ձ
ͱ
ͷ
ڠ
ٞ
ঢ়
گ
Λ


͏
Ố公

共
施
設
再
編
プ
ラ
ン
の
総
面
積
の

中
で
ֶ
ߍ
ࢪ
ઃ
͕

Ί
Δ
ׂ
߹

̐
ׂ

を
超
え
て
お
り
、
改
修
や
更
新
に
係
る

費
用
負
担
も
大
き
い
た
め
、
こ
れ
ま
で

も
教
育
委
員
会
に
対
し
、
ݸ
ผ
ܭ
ը
ͷ

ࡦ
ఆ
͕

·
͠
͍
と
の
考
え
を
示
し
、

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
令
和
８
年
度
に
予

定
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
再
編
プ
ラ
ン

の
改
定
に
向
け
て
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
学
校
施
設
の
個
別
計
画
の
策
定
を

検
討
し
て
い
く
考
え
が
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
、
各
施
設
の
実
態
調

査
を
進
め
な
が
ら
計
画
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

財
務
部
と
し
て
も
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
掲
げ
る
整
備
方
針
を
踏

ま
え
て
、
個
別
計
画
を
策
定
す
る
よ
う

助
言
し
て
い
く
と
と
も
に
、
施
設
の
実

態
調
査
に
お
い
て
は
、
人
的
支
援
も
行

っ
て
い
く
考
え
で
す
。

学
校
施
設
の
個
別
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
状
況

問答

承認第２号　令和５年度一般会計決算

৹ࠪͨ͠ࡦ「公共施設」
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ྩ

̑


ͷ
ෆ
ొ
ߍ
ͷ
ࣇ
ಐ
ɾ
ੜ
ె


ͷ
ঢ়
گ
Λ

͏
Ố

令
和
５
年
度
の
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
数
は
３
２
２
人
で
あ
り
、そ
の
う
ち
、

不
登
校
状
態
か
ら
登
校
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
児
童
・
生
徒
の
復
帰
率
は
û÷
・

４
％
で
す
。
ෆ
ొ
ߍ
ͷ
ࣇ
ಐ
ɾ
ੜ
ె



૿
Ճ


に
͋
Γ
ỏ
ਂ
ࠁ
ͳ


Ͱ

͋
Δ
ͱ
ೝ
ࣝ
し
て
い
ま
す
。

ෆ
ొ
ߍ
ͷ
ࣇ
ಐ
ɾ
ੜ
ె
に
ର
͢
Δ
ࢧ
ԉ

に
ͭ
͍
ͯ

͏
Ố

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
適
応

教
室
ひ
ま
わ
り
に
お
け
る
支
援
の
ほ
か
、

令
和
５
年
度
は
県
の
事
業
を
活
用
し
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
を
城
西

小
学
校
と
第
四
中
学
校
、
第
五
中
学
校

に
設
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
学
び
の
保
障
に
向
け
た
取

組
と
し
て
、
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
に
よ
る
学

習
の
ほ
か
、
त
ۀ
ͷ
Φ
ϯ
ϥ
Π
ϯ

৴

に
औ
Γ

Μ
ͩ
ֶ
ߍ
も
あ
り
ま
す
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
状
況
と

対
策

問答

৹ࠪͨ͠ࡦ「学校教育」

ྩ

̑


ͷ
͜
Ͳ

Ϋ
ϥ
ϒ
ͷ


ػ
ࣇ
ಐ
ͷ
ਪ
Ҡ
Λ

͏
Ố

令
和
５
年
５
月
１
日
時
点
の
こ
ど

も
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
数
は
ýÿ
人
で

あ
り
、
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
へ
の
申
し
込

み
の
取
り
止
め
や
、
定
員
に
空
き
の

生
じ
た
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
へ
の
入
所
に

よ
り
、
令
和
６
年
３
月
１
日
時
点
の

待
機
児
童
数
は
ø÷
人
に
な
り
ま
し
た
。

͜
Ͳ

Ϋ
ϥ
ϒ
ͷ

ػ
ࣇ
ಐ
ͷ
ղ
ফ

に

͚
ͨ
औ

に
ͭ
͍
ͯ

͏
Ố

放
課
後
児
童
支
援
員
の
確
保
に
向

け
て
、
委
託
法
人
と
協
議
を
し
た
も

の
の
、
新
た
な
人
員
の
確
保
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
事
業
実
施
場
所
の
確
保
に

向
け
て
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

学
校
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
東
山

小
学
校
と
城
北
小
学
校
で
、
特
別
教

室
を
事
業
実
施
場
所
と
し
て
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童

の
解
消
に
向
け
た
取
組

問答

৹ࠪͨ͠ࡦ「子ども・子育て」

"J;ʅ
4�3J$&

ͷ
̥
̧
ٴ
ͼ
ੜ
࢈
࣮

Λ


͏
Ố

積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
り"

J;ʅ
4�

3J$
&

の
魅
力
を
多
く
の
消
費
者
に
伝
え
、

認
知
度
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
付
加
価
値
の
創

出
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
ྩ

̑


࢈

ถ


ച
と
な
り
ま
し
た
。
生
産
取
組
面

積
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
高
温
や
少

雨
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
に
比
べ

生
産
量
が
減
少
し
て
お
り
、
҆
ఆ
͠
ͨ
ڙ

څ
ମ
੍
ͷ
ߏ
ங
͕
՝

で
す
。
課
題
解
決

に
向
け
、
県
と
連
携
し
、
高
温
対
策
に
つ

い
て
生
産
者
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

͋
͍
ͮ
৯
ͷ
ਞ
に
͓
͍
ͯ
৽
ͨ
に

Ճ
͠

ͨ
α
ϒ
৯
ࡐ

ͷ
ධ
Ձ
Λ

͏
Ố

冬
の
テ
ー
マ
食
材
に
「
い
ち
ご
」
を
追

加
し
た
結
果
、
今
ま
で
参
加
で
き
な
か
っ

た
店
舗
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ա

ڈ
̑

ؒ
に
͓
͍
ͯ
࠷

ࢀ
Ճ
ళ
ฮ

͕

ଟ
͘
ͳ
Γ
·
͠
ͨ
。「
イ
ベ
ン
ト
期
間
中

の
売
上
が
令
和
４
年
度
よ
り
も
増
加
し
た
」

と
の
声
も
あ
り
、
事
業
参
加
の
機
運
醸
成

に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

A

ア

イ

ヅ

ラ

イ

ス

iŹ
S-RiCE

の
実
績
と
あ
い
づ

食
の
陣
の
サ
ブ
食
材
の
評
価

問答

৹ࠪͨ͠ࡦ「食・農」

問答

問答

問答
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議
案
等
の
審
査

ÿ

ࠓ
ޙ
ͷ
໘
త
আ
ઇ
ͷ
࣮
ࢪ
۠
Ҭ
ͷ
֦
େ
に
ର

͢
Δ
ߟ
͑
Λ

͍
·
͢
Ố

面
的
除
雪
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
エ
リ
ア

に
複
数
の
除
雪
事
業
者
が
入
る
除
雪
方
法
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
扇
町
と
松
長
地
区
に
お
い

て
試
行
的
に
実
施
し
て
き
た
経
過
に
あ
り
、

ࣄ
ۀ
ऀ
ಉ
࢜
Ͱ
࿈
ܞ
͠
ͨ
আ
ઇ
Λ
ߦ
͑
Δ
͜

ͱ
͔
Β
ޮ
Ռ
త
Ͱ
͋
ỳ
ͨ
ͱ
ೝ
ࣝ
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
面
的
除
雪
の
実
施
区
域
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
管
理
す
る
た
め
の
人
件
費
が

一
定
程
度
必
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

課
題
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
面

的
な
実
施
に
向
け
た
考
え
は
あ
り
ま
す
が
、

検
討
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。

今
後
の
面
的
除
雪
の
拡
大
に
つ

い
て

問答

৹ࠪͨ͠ࡦ「雪対策・道路」

ະ
ର
Ԡ
ͱ
ͳ
ỳ
ͯ
͍
Δ
ࢢ
ຽ
͔
Β
ͷ
ಓ
࿏


ͷ

උ
ཁ


ͷ
ର
Ԡ
ঢ়
گ
ͱ
ỏ
ཁ

͔
Β

ø÷

Ҏ
্
ܦ
ա
͠
ͨ

ͷ
ͷ
ਫ਼
査
ঢ়
گ
Λ


͍
·
͢
Ố

市
民
か
ら
の
道
路
等
の
整
備
要
望
の
う
ち

未
対
応
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
令
和
４
年

道
路
等
整
備
要
望
の
対
応
状
況

と
未
対
応
要
望
に
つ
い
て

問

度
末
時
点
で
６
９
８
件
あ
り
、
令
和
５
年
度

に
お
い
て
、
新
規
要
望
ùÿ
件
に
対
し
ü÷
件
の

対
応
を
行
っ
た
こ
と
で
、
令
和
５
度
末
現
在

で
6
7
6
件
に
減
少
し
ま
し
た
。

な
お
、
新
規
要
望
の
う
ち
９
件
は
、
緊
急

性
等
を
判
断
し
令
和
５
年
度
内
に
対
応
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
要
望
か
ら
ø÷
年
が
経
過
し
た
も
の

は
３
８
９
件
あ
り
、
現
在
、
そ
の
中
で
特
に

要
望
の
多
い
舗
装
の
新
設
に
つ
い
て
、
現
状

調
査
や
要
望
者
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
意
向

確
認
な
ど
を
行
い
精
査
し
て
い
ま
す
。

答

委
員
間
討
議

予
算
決
算
委
員
会
第
４
分
科
会
に
お
い
て
安
定

的
な
除
排
雪
体
制
の
確
立
と
通
年
の
道
路
の
維
持

管
理
体
制
を
論
点
に
、
委
員
間
討
議
を
実
施
し
ま

し
た
。

近
年
の
不
安
定
な
降
雪
状
況
の
中
で
、
安
定
的

な
除
排
雪
体
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

面
的
除
雪
の
拡
大
や
委
託
経
費
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
検
討
が
必
要

市
民
が
求
め
る
安
全
な
道
路
の
た
め
に
、
市
と

業
者
と
が
連
携
を
密
に
し
課
題
を
共
有
す
る
取

組
が
必
要
で
は
な
い
か

委
員
間
討
議
中
の
意
見

地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
町
内
会
等
が
担
っ

て
き
た
草
刈
り
や
側
溝
の
泥
上
げ
な
ど
も
含
め
、

通
年
の
道
路
の
維
持
管
理
体
制
に
つ
い
て
早
急

に
検
討
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る

委
員
間
討
議
の
結
果

委
員
間
討
議
を
踏
ま
え
、
ࠨ
ه
ͷ
ཁ

త
ҙ
ݟ

Λ
औ
Γ
·
ͱ
Ί
ỏ
ٞ
ձ
ͱ
͠
ͯ
ࢢ


ఏ
ग़
͠
·

͠
ͨ
Ố

※�包括的民間委託…期間やエリアなどを指定した上
で、道路等のインフラ管理を民間事業者に行って
もらう手法のこと

ɹࢢ、҆定తͳআഉઇମ੍ͱద
ͳಓ࿏のҡ࣋ཧମ੍のཱ֬ʹ͚、
໘తআઇͷ֦େɺแׅతຽؒҕୗ˞
ͷࡏΓํͳͲɺ՝ղܾʹ͚ͨ
औʹついͯૣٸʹ۩ମతͳݕ౼Λ
。ͱをཁすΔ͜͏ߦ

ʹࢢ
ཁతҙݟΛఏग़
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委
員
間
討
議

予
算
決
算
委
員
会
第
３
分
科
会
に
お
い

て
、
史
跡
若
松
城
内
施
設
長
寿
命
化
計
画

に
お
け
る
財
源
確
保
と
施
設
の
一
体
的
な

維
持
管
理
を
論
点
に
委
員
間
討
議
を
行
い

ま
し
た
。

各
種
事
業
を
適
正
に
執
行
し
、
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
指
定
管
理
者
で
あ
る
会
津

若
松
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
組
織
体
制
の

強
化
等
、
広
い
議
論
が
必
要

財
源
確
保
の
た
め
、
天
守
閣
登
閣
料
の

料
金
改
定
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
べ

き 委
員
間
討
議
中
の
意
見

委
員
間
討
議
の
結
果

委
員
間
討
議
を
踏
ま
え
、
্
ه
ͷ
ཁ


త
ҙ
ݟ
Λ
औ
Γ
·
ͱ
Ί
ٞ
ձ
ͱ
͠
ͯ
ࢢ


に
ఏ
ग़
͠
·
͠
ͨ
。

委員間討議
ɹ༧算決算ҕһ会ୈ̐Պ会でҕһؒ౼議を࣮
。Γましたࢸʹ௨ೝࣝڞし、次のΑ͏ͳࢪ
͜れまでの審査で、ܦӦྗを行͏͜ͱ͕
༏ઌで͋Γ、҆қʹਫಓྉۚをվ定すΔ͜ͱ࠷
͍ͯ͑ߟͳ͍ͱのหで͋ͬた͕、今ճの審
査で、কདྷతͳྉۚվ定のඞཁੑをೝࣝしͯ
͍Δͱのหで͋ͬた。ਓݮޱগՁߴಅͳ
ͲʹΑΔݫし͍ܦӦڥʹՃ͑、ࢪઃのٺԽ
ࡂのඋ͑ͳͲ、՝ଟ͍。ܭըʹͮج
͖औをਐΊ͍ͯ͘ͱの͜ͱで͋Δ͕、議会
。し͍ͯ͘ඞཁ͕͋Δࢹ定ஈ֊からࡦըのܭ

࢙

ए
দ


ࢪ
ઃ
ͷ
Ұ
ମ
త
ͳ

ཧ
に
ର

͢
Δ
ೝ
ࣝ
に
ͭ
͍
ͯ

͍
·
͢
Ố

本
計
画
は
観
光
課
所
管
の
施
設
の
み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
所
管

の
施
設
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
部
署
ご
と

の
専
門
性
を
活
か
す
た
め
、
所
管
を
統
一
す

る
こ
と
が
効
率
的
な
管
理
で
あ
る
と
は
認
識

し
て
い
な
い
も
の
の
、

߹
ͤ
૭
ޱ
ͷ
Ұ
ݩ

Խ

ࢢ
ຽ
ͷ
ར
ศ
ੑ

্
ͷ
؍

Ͱ
ॏ
ཁ
Ͱ

͋
Δ
た
め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答

承認第４号　令和５年度会津若松市観光施設事業特別会計歳入歳出決算

৹ࠪͨ͠ࡦ「施設長寿命化」

史
跡
若
松
城
内
施
設
長
寿
命
化

計
画
の
方
針
に
つ
い
て

ɹ今ޙ��ʹٴͿ࢙एদ内ࢪઃण
໋Խܭըをண࣮ʹਐ行͞せΔたΊのࣗओ
ఱकֳొֳྉのదਖ਼、͚ʹの֬อݯࡒ
Խ、ಛผ会ܭʹお͚Δۀࣄ内容のਫ਼査、
Ϗϡーϩޫ؍定ཧऀで͋Δ会एদࢦ
ーの৫ମ੍のڧԽʹΑΔޫ؍༠٬ਪਐ
ͳͲ、෯͍議を行͏͜ͱ。͞らʹ、
ઃʹついͯɺؔ࿈͢Δࢪएদ࢙
ॴ෦ॺͱ࿈͠ܞɺҰମతͳҡ࣋ཧʹ
ΊΔΑ͏ཁすΔ。

ʹࢢ
ཁతҙݟΛఏग़

ྩ

̑


ਫ
ಓ
ࣄ
ۀ
ͷ
ऩ
ࢧ
ঢ়
گ
Λ
౿
·

͑
ͨ
՝

ೝ
ࣝ
に
ͭ
͍
ͯ

͍
·
͢
Ố

人
口
減
少
に
伴
い
給
水
収
益
が
減
少
す
る

一
方
で
、
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
費
用
が
増

加
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し
た
傾
向
が
続

く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
令
和
２
年
度
に
策
定

し
た
水
道
わ
か
ま
つ
施
設
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
は
、
将
来
的
な
料
金
改
定
の
必
要
性

を
想
定
し
た
収
支
見
通
し
と
し
て
お
り
、
料

金
改
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

水
道
水
の
安
定
し
た
供
給
と

健
全
な
経
営
に
つ
い
て

問答

史
跡
若
松
城
内
施
設
は
複
数
部
署
で
の

管
理
で
は
な
く
一
体
的
管
理
を
す
べ
き

承認第10号　令和５年度会津若松市水道事業会計決算

৹ࠪͨ͠ࡦ「上下水道」
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９月定例会議で所管委員会において審査された陳情の審査の経過と結果を
お知らせします。 陳情
Ҋɹɹ݅ ͷ༰ ॴҕһձͷ৹ࠪܦա͓Αͼ݁Ռ ຊձٞͷ

৹ٞ݁Ռ

陳情第３号
刑事訴訟法の再
審規定（再審法）
の改正を求める
ことについて

（陳情者）
日本国民救援会
会津支部
事務局長
栗城　英雄さん

再審請求の求め
に対し、検察が
有する証拠を全
面的に開示する
よう法整備する
ことなど３点に
ついて関係機関
に働きかけてほ
しい。

総務委員会の審査において、一部委員より賛否の意見があり
ました。
˔ରҙݟ
陳情者から提供された資料によれば、国会においては議員立
法の選択肢も視野に今後も議論を深めていくとされている。ま
た、今般の陳情に関しては刑事訴訟法だけでなく、刑法そのも
のへの知見も必要であり、司法制度全体の在り方とも関連する
問題で、専門的知識を持たない地方議会にはなじまないと考え
ることから、本陳情に反対する。
ʓࢍҙݟ
再審制度は刑事訴訟法に規定があるものの、条文数は19条の
みで、極めて大雑把な規定である。また、個々の裁判における
裁判所の解釈や運用に全て委ねられているのが実態であると考
えることから、願意の趣旨は当然と考え、本陳情に賛成する。
ʲ৹ࠪ݁Ռʳ
本陳情は表決に付された結果、賛成多数をもって࠾すべき
ものと決せられました。

ෆ࠾

陳情第４号
庁舎内における
政党機関紙の勧
誘行為の禁止を
確認することに
ついて

（陳情者）
政党機関紙の庁
舎内勧誘の自粛
を求める福島県
民の会会津支部
清水　伸己さん

「市は、庁舎内
における議員に
よる政党機関紙
の勧誘行為は、
庁舎内での営業
禁止の原則や政
治的中立性への
配慮、さらに、
ハラスメントを
生じさせる可能
性が高いことな
どから、原則禁
止であることを
確認すること」
など３点につい
て特段の措置を
講じてほしい。

総務委員会の審査において、一部委員より賛否の意見があり
ました。
˔ରҙݟ
・陳情の目的が明確になっておらず、さらに、実態について令
和５年２月に同様の陳情が提出された際に執行機関に確認した
ところ、議員による声かけで圧力を感じたという相談はなく、
また、当該行為は庁舎内における販売行為や勧誘行為には当た
らないとの説明があった。これらの執行機関の説明を判断材料
にすべきと考えることから、本陳情に反対する。
・庁舎を管理するのはあくまでも執行機関であり、議会に陳情
する前に、市に対して要望するべきである。庁舎を管理する執
行機関の考えが尊重されるべきであると考えることから、本陳
情に反対する。
・陳情趣旨について、ある面では理解できるものの、執行機関
の説明によれば何ら問題がないと考えることから、本陳情に反
対する。
ʓࢍҙݟ
令和５年２月に同様の陳情が提出された際の執行機関による
説明は納得がいくものではなく、市民に誤解を与えるようなこ
とは慎むべきであると考えることから、願意の趣旨は当然と考
え、本陳情に賛成する。
ʲ৹ࠪ݁Ռʳ
本陳情は表決に付された結果、賛成少数をもってෆ࠾とす
べきものと決せられました。

ɹ࠾

݄̕ᴹ５日（木）։会ɾຊ会議ʢఏҊཧ༝આ໌ʣ９日（月）、10日（火）、11日（水）ຊ会議ʢҰൠ࣭ʣ��
ɹɹɹ12日（木）ຊ会議ʢ૯ׅ࣭ٙʣ
ø÷݄ᴹ１日（火）࠷ऴɾຊ会議ʢҕһ会審査ใࠂʙද決ʣ
˞֤ৗҕһ会の会議ఔøûページʹࡌܝし͍ͯます。

݄̕ఆྫձٞఔ
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請願・陳情ができます
ݖئ、ࠃຽのجຊతਓݖのҰͭͱしͯݑ๏ୈ��ʹن定͞れ͍ͯΔݖརで͋Γ、ࢢຽのօ
͞Μ、ࢢ議会ʹରし、ࢢのཁҙݟをʮئʯɾʮʯͱ͍͏ܗで、จॻでఏग़すΔ͜
ͱ͕で͖ます。また、ಉ༷ʹࢢ議会を௨しͯࠃݝʹରしͯཁした͍͜ͱئɾすΔ͜
ͱ͕で͖ます。
ئをఏग़すΔ߹、ํ࣏ࣗ๏のن定ʹΑΓ、հ議һ͕ҰਓҎ্ඞཁʹͳΓます͕、
のఏग़ʹ͍ͭͯの๏తࠜڌͳ͘、հ議һඞཁ͋ΓませΜ。
ئɾ、定例会議։会の̏લまでʹडཧしたのを、ͦの定例会議で審査します。
会एদࢢ議会で、ئͱಉ༷ʹऔΓѻ͍ͬͯます。

【請願（陳情）の流れ】

請願
（陳情）
の提出

所管
委員会に
付託・審査

採択
または
不採択

議長が
受理

本会議
に上程

本会議
で表決

市長や関係
機関へ送付

（採択されたもの
を送付します）

総
括
質
疑
を
行
っ
た

議
員
名
と
項
目

ᶃ
େ


ढ़
࠸
ٞ
һ

●
会
津
若
松
地
方
広
域
市

町
村
圏
整
備
組
合
負
担

金
（
令
和
５
年
度
一
般

会
計
決
算
）
ほ
か

ᶄ
ৡ
ɹ
ɹ
ོ
ٞ
һ

●
ま
ち
の
拠
点
整
備
事
業

費
（
令
和
５
年
度
一
般

会
計
決
算
）
ほ
か

ᶅ
ݪ
ా

ढ़

ٞ
һ

●
緊
急
減
量
化
対
策
事
業

費
（
令
和
６
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
）
ほ
か

ᶆ
٢
ా

ܙ
ࡾ
ٞ
һ

●
自
然
環
境
保
全
推
進
事

業
費
（
令
和
６
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
）
ほ

か

審議݁Ռ、ئʢʣのఏग़ऀʹ௨知͞れ、࠾͞れた߹、ͦのࢫを
ॻʯをૹしたΓしまݟʮҙʹؔػؔ、ͱしͯࢥʹ௨知したΓ、議会のҙࢢ
す。定例会議தʹ͕݁でͳ͍߹、ܧଓ審査ͱすΔ߹͋Γます。

Ҋɹɹ݅ ͷ༰ ॴҕһձͷ৹ࠪܦա͓Αͼ݁Ռ ຊձٞͷ
৹ٞ݁Ռ

陳情第５号
学校給食費の無
償化の実現につ
いて

（陳情者）
宗像　昭司さん

市に対し、学校
給食費の無償化
を実現してほし
い。

文教厚生委員会の審査において、一部委員より賛否の意見が
ありました。
˔ରҙݟ
学校給食費の無償化は、教育施策や子育て施策といった視点
を踏まえ、総合的に考える必要があり、安定した財源を確保で
きる見通しが立ってから行うべきと考えることから、本陳情に
反対する。
ʓࢍҙݟ
６月定例会議において、陳情第２号が不採択となり、「どう
して不採択になったのか」「学校給食費を無償としてほしい」
といった声が市民から寄せられた。学校給食費の無償化には財
政負担が生じるものの、市民が注目する事業であることから、
市は学校給食費の無償化に取り組むべきと考える。以上のこと
から、本陳情に賛成する。
ʲ৹ࠪ݁Ռʳ
本陳情は表決に付された結果、賛成少数をもって不採択とす

べきものと決せられましたが、９月20日付けで陳情者からऔΓ
Լ͛ͷਃग़ॻ͕ఏग़されたことから、９月25日に開催した委員
会において、これに同意を与えるべきものと決せられました。

औԼ͛ʹ
ಉҙ

市議会ホームページ
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ɹ౼、ද決のલʹ議ʹͳ͍ͬͯΔҊ݅ʹରし、ࢍかରかのࣗݾの
ҙݟをද໌すΔ͜ͱを͍͍ます。݄̕定例会議でࢍ൱͕かれたҊ݅の͏ͪ、
ຊ会議で౼͕͋ͬたのをࡌܝし͍ͯます。

議案第89号　福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

�ର
原田　俊広 議員

本案は、マイナ保険証への一元化を目指すための法の一部改正に
より現行の被保険者証を廃止することに伴って、県後期高齢者医療
広域連合規約の整理を行うものですが、マイナ保険証への一元化で
後期高齢者にまで現行保険証を使えなくしてマイナ保険証を押しつ
けるという、本案件の規約改定は認めることはできません。

承認第２号　令和５年度会津若松市一般会計歳入歳出決算の認定について

�ର
原田　俊広 議員

本決算には、申請した人にマイナポイントを給付するというお金
で釣るようなやり方でマイナンバーカードを作らせようという施策
が含まれている一方で、多くの市民が切実に願っている学校給食費
の無償化・一部補助には「お金がないからできない」とまったく応
えなかった結果が示されており、認定することはできません。

��ࢍ
吉田　恵三 議員

　決算の認定に当り、不適切と思われる財務事務手続きが見受けら
れたことから、今後、財務事務の適正化に向けた取組を強化、改善
されるよう指摘します。また自衛官適格者名簿の提出に関わる本人
の申し出による適格者名簿からの削除申請が可能となった手続きの
情報を市民に対し、十分に周知することを求め、賛成します。

�ର
譲矢　隆 議員

　①本案には、県立病院跡地利活用事業推進の経費が含まれている
が、市民や議会に説明した計画通りに進んでいない。②地域おこし
協力隊活動支援事業の事務や会津若松商工会議所への補助金交付事
務が不適切だった。③一部の学校で実施するフッ化物洗口の実施の
有無で顕著な差は認められない。以上のことから反対します。

陳情第３号　刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求めることについて

�ର
髙橋　義人 議員

　本陳情は司法制度に関わる重要な問題であり、専門的な法律知識
が必要です。専門性を持たない地方議会が賛否を表明することは適
切ではありません。地方議会の役割は地域の実情に基づいた意見を
反映することであり、複雑な問題には専門家の意見を重視し、地域
のニーズに応じた形での意見表明が望ましいと考えます。

�ࢍ
松崎　新 議員

現在の再審制度は、再審請求手続きと再審公判手続きの二段階の
制度です。第一段階の再審請求手続きで検察が認めず、裁判所の再
審開始決定に対しても不服申立てをして争えば、長期間にわたるこ
とが問題となっています。そのため刑事訴訟法の再審規定の改正を
求める陳情は願意の趣旨当然のことから賛成いたします。

陳情第４号　庁舎内における政党機関紙の勧誘行為の禁止を確認することについて

�ର
松崎　新 議員

「庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘、配達、集金の自粛
について」に関する執行機関の見解があります。見解では、庁舎内
における議員による政党機関紙の勧誘行為は、庁舎内での営業の禁
止の原則には当てはまりません。また、市庁舎管理規則での定めに
ついては、何ら問題がないと整理されていることから反対します。

討論
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݄̕ఆྫձٞʹఏग़͞ΕͨٞҊͱͦͷ৹ٞ݁Ռ
൪߸ ݅ɹɹ໊

̓
令和５年度会津若松市介護保
険特別会計歳入歳出決算の認
定について

̔
令和５年度会津若松市三本松
地区宅地整備事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

̕
令和５年度会津若松市後期高
齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について

�� 令和５年度会津若松市水道事
業会計決算の認定について

��
令和５年度会津若松市簡易水
道事業会計決算の認定につい
て

�� 令和５年度会津若松市下水道
事業会計決算の認定について

Ҏ্ɺೝఆ
�� 教育長の任命について

�� 教育委員会委員の任命につい
て

�� 公平委員会委員の選任につい
て

Ҏ্ɺಉҙ
൪߸ ݅ɹɹ໊

ɹɹʢ̍݅ʣࢾ

̎ 人権擁護委員候補者の推薦に
ついて

ҙݟʢಉҙʣ
൪߸ ݅ɹɹ໊

ɹɹʢ̏݅ʣ

̏
刑事訴訟法の再審規定（再審
法）の改正を求めることにつ
いて

ෆ࠾

̐
庁舎内における政党機関紙の
勧誘行為の禁止を確認するこ
とについて

࠾

̑ 学校給食費の無償化の実現に
ついて

औԼ͛ಉҙ

൪߸ ݅ɹɹ໊
ٞɹɹɹҊʢ��݅ʣ

�� 令和６年度会津若松市一般会
計補正予算（第４号）

�� 令和６年度会津若松市水道事
業会計補正予算（第１号）

�� 令和６年度会津若松市下水道
事業会計補正予算（第１号）

��
令和６年度会津若松市国民健
康保険特別会計補正予算（第
３号）

��
令和６年度会津若松市観光施
設事業特別会計補正予算（第
１号）

��
令和６年度会津若松市地方卸
売市場事業特別会計補正予算
（第１号）

��
令和６年度会津若松市扇町土
地区画整理事業特別会計補正
予算（第１号）

�� 令和６年度会津若松市介護保
険特別会計補正予算（第２号）

��
令和６年度会津若松市三本松
地区宅地整備事業特別会計補
正予算（第１号）

��
令和６年度会津若松市後期高
齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

��
会津若松市包括的支援事業の
実施に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例

�� 会津若松市国民健康保険条例
の一部を改正する条例

�� 会津若松市手数料条例の一部
を改正する条例

��
会津若松市水道事業及び下水
道事業の設置等に関する条例
の一部を改正する条例

��

布設工事監督者が監督業務を
行う水道の布設工事、布設工
事監督者の資格及び水道技術
管理者の資格を定める条例の
一部を改正する条例
Ҏ্ɺݪҊͷͱ͓ΓՄܾ

�� 財産の取得について（新庁舎
用ユニバーサルデスク）

�� 財産の取得について（新庁舎
用執務椅子）

�� 財産の取得について（新庁舎
用ワゴン）

�� 福島県後期高齢者医療広域連
合規約の変更について

�� 市道の認定について

൪߸ ݅ɹɹ໊
�� 市道の廃止について
�� 市道の変更について

�� 城前団地更新住宅第５棟新築
工事請負契約の締結について

�� 令和５年度会津若松市水道事
業剰余金の処分について

�� 令和５年度会津若松市下水道
事業剰余金の処分について

�� 議員の派遣について（市民と
の意見交換会）

�� 議員の派遣について（議会運
営委員会行政調査）

Ҏ্ɺՄܾ
൪߸ ݅ɹɹ໊

ใɹɹɹࠂʢ݅̕ʣ
�� 監査の結果報告について

��
教育に関する事務の管理及び
執行の状況の点検及び評価結
果について

�� 令和５年度会津若松市一般会
計継続費精算報告書について

��
令和５年度決算に基づく健全
化判断比率及び資金不足比率
について

�� 公益財団法人会津若松文化振
興財団経営状況報告について

��
一般財団法人会津若松観光ビ
ューロー経営状況報告につい
て

��
一般財団法人会津若松市勤労
者福祉サービスセンター経営
状況報告について

�� 株式会社まちづくり会津経営
状況報告について

�� 監査の結果報告について
ঝɹɹɹೝʢ��݅ʣ

̎
令和５年度会津若松市一般会
計歳入歳出決算の認定につい
て

̏
令和５年度会津若松市国民健
康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について

̐
令和５年度会津若松市観光施
設事業特別会計歳入歳出決算
の認定について

̑
令和５年度会津若松市地方卸
売市場事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

̒
令和５年度会津若松市扇町土
地区画整理事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

アミかけの部分
は採決で賛否が
分かれた案件

アミかけ以外は全
会一致による可決
や採択等の案件

൱Ұཡࢍ൱͕かれたҊ݅のࢍ˞
��ページʹࡌܝ。
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会໊ɹɹ
議員໊

議案等໊

議決݁Ռ 反
対:

賛
成

市民Ϋϥϒ ϑΥーϥϜ会津 ެ໌ౘ ෩あいͮ 立ݑ࿈合 ڞ ࣾ ເ
平
田

久
美

中
川

廣
文

柾
屋
奈
津
子

長
谷
川
純
一

髙
橋

義
人

小
畑

　
　
匠

小
倉
孝
太
郎

大
竹

俊
哉

清
川

雅
史

石
田

典
男

笹
内

直
幸

内
海

　
　
基

長
郷
潤
一
郎

古
川

雄
一

渡
部

　
　
認

大
島

智
子

奥
脇

康
夫

大
山

享
子

吉
田

恵
三

村
澤

　
　
智

横
山

　
　
淳

髙
梨

　
　
浩

丸
山
さ
よ
子

松
崎

　
　
新

原
田

俊
広

譲
矢

　
　
隆

成
田

芳
雄

ٞҊୈ��߸
福島県後期高齢者
医療広域連合規約
の変更について

可決 22：2 ○○○○○○○○－○○○○○○○○○○欠○○○○●
討
●欠

ঝೝୈ̎߸
令和５年度会津若
松市一般会計歳入
歳出決算の認定に
ついて

認定 21：3 ○○○○○○○○－●○○○○○○○○○
討
欠○○○○●

討
●
討
欠

ୈ̐߸
庁舎内における政
党機関紙の勧誘行
為の禁止を確認す
ることについて

採択 14：10 ○○○○○○○○－○●○○●●○○○●欠●●●●
討
●●欠

ҎԼͷʹついͯɺܾٞࡋʹΑΓෆ࠾

ୈ̏߸
刑事訴訟法の再審
規定（再審法）の
改正を求めること
について

不採択

着
席
●

起
立
○ ●●●●●

討
●●●－●○○○○○●●●○欠○○○○

討
○○欠

12：12

無記名
投票

起立採決において、起立者及び着席者が同数であり、賛成者の多少が認定で
きず、無記名投票を実施しました。
※ 着席者の中には、態度保留者や棄権者を含むと考えられ、着席者がすべて
「反対」であるとは断定できないことから、賛否を明らかにするため、無
記名投票を行いました。

無記名投票の結果、可否同数（賛成12：反対12）となったため、地方自治
法第116条第１項の規定により、議長裁決で不採択となりました。

˞ɹ˓はࢍɹ˔は対ɹ౼は౼がなされた案݅
˞ɹ議ʢਗ਼խ࢙ʣは࠾決にՃΘらない
˞ɹ会໊のུশは࣍のとおりɹڞ˰ຊ࢈ڞౘɹࣾ˰ࣾ会民ओౘ・市民࿈合ɹເ˰ເΫϥϒ

�˞̕月定例会議のఔは、��ϖーδにࡌܝしています。�

議会の動き（７月～９月）
૯ҕһձ ݄̕５・��・��
จްڭੜҕһձ ݄̕５・��
ઃҕһձݐ ݄̕５・��・��・��
༧ࢉܾࢉҕһձ ݄̎̕・��・��
༧ࢉܾࢉҕһձ

ୈ̍Պձ ݄̓��、݄̔１・̔、ɹ
݄̕５・��・��・��

ୈ̎Պձ
݄̓��・��、
݄̔̔・��・��、
݄̕�・��・��・��

ୈ̏Պձ
݄̓��・��、
݄̔１・��・��、ɹ
݄̕５・��・��・��

ୈ̐Պձ
݄̔１・��、
݄̏̕・５・��・��
・��

༧ࢉܾࢉҕһձཧࣄձ ݄̕��
૯ҕһձٞڠձ ݄̔̔
จްڭੜҕһձٞڠձ ݄̓��、݄̔��
ձٞڠҕһձࡁܦۀ࢈ ݄̔��
ձٞڠઃҕһձݐ ݄̔��

ௌҕһձใ ݄̓��・��、
݄̔５・��、݄̕５

ٞձӡӦҕһձ
݄̓̎・��、
݄̔５・��・��・��、
݄̐̕・５・��・��

֤දऀձٞ
݄̓̎、
݄̔５・��・��、
݄̕５・��

ٞձධՁಛผҕһձ ݄̓��、݄̔��
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一

般

質

問

一般質問の
映像の視聴は
こちらから

令和６年９月定例会議の一般質問は、９月９日から11日まで行われ、20名の
議員が登壇しました。
市の様々な課題等について、議員が自身の提案も含めて市に考えを聞く「一般

質問」の各議員の内容を要約してお知らせします。

＼もっと知りたい「ギカイ」の「ギモン」／

Q
一般質問という
けれど、「一般」
以外に質問はあ
るの？

A 本会議で「市政全般」について質問
し、市に報告や説明を求めるものを一
般質問といいます。一般質問の他に、
「総括質疑」があり、こちらは市が提
案した「議案」に対し質問するという
違いがあります。

Ⱗ

不
正
受
給
問
題
が
生

活
保
護
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪

く
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
不
正
受
給

へ
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

⬙

不
正
受
給
が
判
明
し

た
場
合
に
は
、
生
活
保
護

法
第
þÿ
条
に
基
づ
き
支
弁

し
た
保
護
費
を
徴
収
し
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

内
海

基
議
員

い
ま
す
。

Ⱗ

不
正
受
給
対
策
と
し

て
生
活
保
護
適
正
実
施
推

進
員
の
設
置
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

⬙

他
市
の
福
祉
事
務
所

に
お
い
て
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ

を
推
進
員
と
し
て
配
置
し

て
い
る
事
例
は
把
握
し
て

い
ま
す
。
推
進
員
の
配
置

に
よ
り
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
の
負
担
軽
減
も
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
本
市
と
し
て

は
、
受
給
者
の
生
活
状
況

を
熟
知
し
、
関
係
性
を
構

生
活
保
護
不
正
受
給

対
策
に
つ
い
て

築
し
て
い
る
各
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
自
ら
が
、
収
入
申

告
の
義
務
や
不
正
受
給
判

明
時
の
返
還
の
必
要
性
を

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

ͦ
ͷ
ଞ
ͷ
࣭

झ
ࢫ

˜
δ
Ϟ
ϊ
ϛ
ỽ
έ
ʂ
に
ͭ

͍
ͯ

˜
ݝ
ཱ
ප
Ӄ


に
ͭ
͍

ͯ

Ⱗ

国
の
高
齢
社
会
対
策

大
綱
の
策
定
の
た
め
の
検

討
会
の
報
告
書
に
対
す
る

市
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

⬙

本
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
基
本
理
念
と
同

様
の
も
の
で
あ
り
、
高
齢

者
に
限
ら
ず
す
べ
て
の
方

公
明
党大山

享
子  

議
員

が
、
つ
な
が
り
支
え
合
う

社
会
を
目
指
す
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

Ⱗ

認
知
症
は
早
期
発
見

が
重
要
で
す
。
市
民
が
認

知
機
能
の
低
下
を
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
機
器
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

⬙

認
知
機
能
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
は
、
非
常
に
有

効
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し

て
ゲ
ー
ム
感
覚
で
認
知
機

能
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
取

高
齢
社
会
対
策
推
進

へ
の
市
の
取
組
は

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ⱗ

増
加
す
る
高
齢
単
身

世
帯
に
対
す
る
支
援
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⬙

単
身
高
齢
者
が
抱
え

る
不
安
や
悩
み
等
の
課
題

は
、
相
談
員
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
相
談

対
応
に
よ
り
把
握
に
、
本

人
の
死
後
の
希
望
や
思
い

を
記
述
す
る
「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
と
、

窓
口
で
の
配
布
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

健康・福祉

あいづわかまつ広報議会　 6．11．1øü
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健康・福祉産業・経済

øý

Ⱗ

中
心
市
街
地
の
商
業

施
設
（
リ
オ
ン
ド
ー
ル
）

跡
地
利
活
用
に
対
す
る
市

の
お
考
え
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

⬙

当
該
跡
地
は
民
間
の

方
の
所
有
地
で
あ
り
、
そ

の
利
活
用
は
、
民
間
の
事

業
活
動
や
不
動
産
取
引
等

を
中
心
に
行
わ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
の
関
心

も
高
く
、
地
域
経
済
へ
の

波
及
や
影
響
も
大
き
い
エ

リ
ア
に
位
置
す
る
重
要
な

土
地
で
あ
る
た
め
、
市
中

心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

の
事
業
計
画
に
も
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
市
も
そ

の
一
員
と
し
て
有
効
な
利

活
用
の
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

Ⱗ

商
業
施
設
跡
地
利
活

用
方
針
を
今
後
ど
の
よ
う

に
定
め
て
い
く
の
か
市
の

考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

⬙

利
活
用
方
針
の
検
討

で
は
、
土
地
所
有
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
地
元
関
係

者
、
事
業
者
、
市
民
を
対

象
と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
等

を
行
い
な
が
ら
、
必
要
と

さ
れ
る
機
能
や
整
備
手
法
、

運
営
体
制
、
整
備
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

ͦ
ͷ
ଞ
ͷ
࣭
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ཧ
に
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商
業
施
設
跡
地
の
利

活
用
方
針
は

創
風
あ
い
づ

吉
田

恵
三
議
員

Ⱗ

令
和
６
年
1ù
月
２
日

で
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
が
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、

現
行
の
保
険
証
に
代
わ
る

資
格
確
認
書
の
発
行
な
ど

の
事
務
負
担
を
伺
い
ま
す
。

⬙

現
行
の
健
康
保
険
証

廃
止
後
は
、
一
定
期
間
経

過
後
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証

の
有
無
に
応
じ
て
資
格
確

認
書
等
の
発
行
が
必
要
と

な
る
た
め
、
事
務
処
理
シ

ス
テ
ム
の
改
修
や
市
民
へ

の
周
知
を
進
め
、
安
心
し

て
受
診
で
き
る
環
境
整
備

に
努
め
ま
す
。

Ⱗ

本
市
の
国
民
健
康
保

険
に
お
け
る
被
保
険
者
数

と
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⬙

令
和
６
年
６
月
末
時

点
の
被
保
険
者
数
は
、
２

万
２
２
２
２
人
、
マ
イ
ナ

保
険
証
登
録
者
数
は
１
万

４
９
１
７
人
で
、
登
録
率

は
ýþ
・
１
％
で
す
。

Ⱗ

資
格
確
認
書
は
申
請

者
だ
け
に
発
行
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

⬙

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

た
な
い
方
に
発
行
す
る
資

格
確
認
書
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た

場
合
な
ど
を
除
い
て
当
分

の
間
、
申
請
に
よ
ら
ず
交

付
す
る
予
定
で
す
。

ͦ
ͷ
ଞ
ͷ
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˜
ਫ
ా
ͷ
̑

ਫ
ு
ϧ
ồ

ϧ

マ
イ
ナ
保
険
証
不
保

持
者
へ
の
対
応
は

社
会
民
主
党
・
市
民
連
合

譲
矢

隆
議
員

Ⱗ

急
速
に
高
齢
社
会
が

進
行
し
、
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と

で
介
護
人
材
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
介
護
人
材
の
確
保

に
向
け
た
市
と
関
係
機
関

の
連
携
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
市
独
自
の
支

援
策
の
具
体
的
な
内
容
と

取
組
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
　
介
護
福
祉
士
会
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
、

介
護
人
材
確
保
に
向
け
た

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン

ト
「
ミ
ラ
イ
ノ
カ
イ
ゴ
」

や
県
と
連
携
し
た
「
ＫカＡ

ｉイ
ＧゴＯ
Ｐプ

ラ

イ

ド

Ｒ
ｉ
Ｄ
Ｅ
写
真

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
的
な
介
護

職
の
人
材
不
足
が
進
む
中
、

市
内
の
介
護
事
業
所
に
就

職
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

⬙

Ⱗ

介
護
職
を
希
望
す
る

若
者
を
育
て
る
取
組
と
し

て
、
介
護
職
の
専
門
学
校

と
連
携
し
、
市
内
福
祉
施

設
で
の
実
習
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
へ
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　
　
市
内
の
介
護
事
業
所

で
は
、
会
津
大
学
短
期
大

学
部
の
学
生
を
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
し
て
受
け
入

れ
、
実
習
活
動
も
行
う
な

ど
、
専
門
学
校
等
で
介
護

職
を
志
す
学
生
を
学
校
と

連
携
し
て
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

⬙

市
民
ク
ラ
ブ

平
田

久
美
議
員

介
護
人
材
確
保
に
向

け
て
の
取
組
は

新
工
業
団
地
へ
の
企

業
誘
致
に
つ
い
て

創
風
あ
い
づ

村
澤

智  

議
員

Ⱗ

製
造
業
等
の
工
場
の

誘
致
が
、
本
当
に
多
く
の

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
の

か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

⬙

製
造
業
に
お
い
て
も

自
動
化
が
で
き
な
い
顧
客

ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応

や
、
高
度
な
技
術
を
要
す

る
作
業
等
が
あ
り
、
一
定

規
模
の
雇
用
が
創
出
さ
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ⱗ

新
工
業
団
地
に
水
素

の
製
造
拠
点
や
水
素
に
よ

る
発
電
施
設
を
誘
致
す
る

な
ど
、
先
進
的
な
取
組
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
認
識
を
伺
い
ま
す
。

⬙

誘
致
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
推
進
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

Ⱗ

世
界
最
高
水
準
の
分

析
機
能
を
持
つ
次
世
代
放

射
光
施
設
「
ナ※

ノ
テ
ラ
ス
」

が
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

稼
働
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ナ
ノ
テ
ラ
ス
の
中
小
企
業

へ
の
Ｐ
Ｒ
や
活
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
関
係
団
体

と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
で
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

成
長
企
業
を
育
て
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
認
識
を

伺
い
ま
す
。

⬙

会
津
産
業
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
商
工

会
議
所
等
と
連
携
し
て
市

内
企
業
へ
周
知
し
、
ナ
ノ

テ
ラ
ス
活
用
の
可
能
性
を

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

※ナノテラス…物質を10億分の１ｍというナノのスケールで解析できる最先端の計測装置や施設のこと
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Ⱗ

人
口
減
少
が
進
む
中
、

単
身
世
帯
の
高
齢
者
の
他

に
単
身
世
帯
の
中
高
年
世

代
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

不
安
定
な
雇
用
の
中
で
暮

ら
す
中
高
年
世
代
の
低
所

得
者
も
単
身
世
帯
で
市
営

住
宅
に
入
居
で
き
る
よ
う
、

入
居
者
資
格
の
年
齢
要
件

を
緩
和
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

⬙

年
齢
要
件
の
緩
和
も

含
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
住
宅
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ⱗ

単
身
で
入
居
で
き
る

市
営
住
宅
の
多
く
は
、
浴

槽
の
購
入
が
必
要
で
す
。

浴
槽
の
購
入
は
重
い
負
担

と
な
る
た
め
、
リ
ー
ス
も

利
用
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
ま
す
か
。

⬙

民
間
事
業
者
と
協
議

し
、
一
部
の
住
宅
で
浴
槽

等
が
リ
ー
ス
可
能
と
な
っ

た
た
め
、
他
の
住
宅
で
も

リ
ー
ス
で
き
る
よ
う
、
今

後
も
協
議
を
進
め
ま
す
。

Ⱗ

退
去
時
の
原
状
回
復

で
は
、
費
用
負
担
が
少
し

で
も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
改

善
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

⬙

市
営
住
宅
の
新
築
や

改
修
工
事
の
際
に
、
貼
り

替
え
不
要
な
化
粧
合
板
を

張
っ
た
引
戸
と
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
張
り
の
床
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
入
居
者
の
原

状
回
復
に
要
す
る
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
の
在
り
方

に
つ
い
て

公
明
党大

島

智
子
議
員

Ⱗ

会
津
若
松
観
光
ビ
ュ

ー
ロ
ー
は
、
若
松
城
天
守

閣
や
御
薬
園
等
の
指
定
管

理
者
業
務
に
加
え
、
観
光

庁
か
ら
Ｄ※

Ｍ
Ｏ
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
だ
け
多
く
の
業
務
を
完

遂
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
地

方
へ
人
口
流
入
さ
せ
る
地

方
創
生
の
切
り
札
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
観
光
ビ
ュ

ー
ロ
ー
は
指
定
管
理
者
業

務
に
限
定
し
、
観
光
や
物

産
振
興
、
会
津
ま
つ
り
事

業
等
を
併
合
し
た
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
業
務
専
門
の
民
間
団
体

を
創
設
す
べ
き
で
は
な
い

で
す
か
。

⬙

観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、

平
成
ùý
年
４
月
に
観
光
関

係
の
民
間
組
織
の
力
を
結

集
し
、
さ
ら
な
る
観
光
・

物
産
の
進
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

て
お
り
、
現
在
は
、
国
か

ら
観
光
地
域
づ
く
り
法
人

と
し
て
認
定
を
受
け
、
観

光
関
連
事
業
者
等
と
合
意

形
成
を
図
り
な
が
ら
、
戦

略
的
な
事
業
を
企
画
・
立

案
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
観
光
ビ

ュ
ー
ロ
ー
が
本
市
観
光
地

域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
市
と
方
向
性

を
同
じ
く
し
、
さ
ら
な
る

観
光
振
興
に
取
り
組
め
る

よ
う
緊
密
に
連
携
し
て
、

地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
Ｏ
業
務
専
門
の

民
間
団
体
創
設
を

夢
ク
ラ
ブ

成
田

芳
雄
議
員

Ⱗ

会
津
若
松
駅
前
都
市

基
盤
整
備
事
業
の
決
算
額

は
、
令
和
元
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
ま
で
で
、
合
計

７
０
７
９
万
７
千
円
で
す

が
、
市
民
か
ら
は
何
の
進

展
も
見
ら
れ
な
い
と
の
声

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
過
に
つ
い
て
認
識
を

伺
い
ま
す
。

　
　
令
和
元
年
度
か
ら
本

格
的
な
調
査
、
測
量
に
着

手
し
、
会
津
若
松
駅
前
周

辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
、
将
来
的

な
駅
前
広
場
の
使
い
方
な

ど
を
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
に
基
本
構

想
を
取
り
ま
と
め
、
令
和

４
年
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
事
業
化
に
向

け
た
覚
書
を
締
結
し
、
関

係
事
業
者
と
実
務
的
な
協

議
を
し
て
い
ま
す
が
、
慎

重
な
対
応
が
必
要
な
事
項

⬙

も
多
い
た
め
、
時
間
を
要

し
て
い
ま
す
。

Ⱗ

事
業
の
進
捗
状
況
に

対
す
る
市
の
認
識
と
対
応

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
駅
前
広
場
内
は
市
有

地
と
民
有
地
が
混
在
し
て

お
り
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

の
形
状
が
複
雑
で
あ
る
な

ど
の
検
討
事
項
も
多
く
、

基
本
計
画
案
作
成
に
時
間

を
要
し
て
い
ま
す
が
、
市

民
に
愛
さ
れ
る
駅
前
広
場

な
ど
の
整
備
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⬙

駅
前
都
市
基
盤
整
備

事
業
に
つ
い
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

古
川

雄
一
議
員

Ⱗ

製
造
業
は
、
景
気
と

の
連
動
に
よ
る
リ
ス
ク
が

大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
新
工
業
団
地
に
は
、

幅
広
い
産
業
を
誘
致
す
る

こ
と
で
リ
ス
ク
回
避
が
可

能
と
考
え
ま
す
が
、
誘
致

企
業
に
関
す
る
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
　
産
業
立
地
の
動
向
や

国
等
の
政
策
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
も
、（
仮
称
）

新
工
業
団
地
基
本
計
画
に

お
い
て
定
め
た
誘
致
企
業

の
方
向
性
に
基
づ
き
、
こ

れ
ま
で
本
市
の
施
策
に
お

い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
、
半
導
体
や
自
動

車
等
の
成
長
産
業
や
、
Ⅰ

Ｃ
Ｔ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
次
世
代
産
業
を

は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
分

野
の
企
業
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

Ⱗ

愛
郷
心
教
育
の
内
容

⬙

と
課
題
及
び
評
価
方
法
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
愛
郷
心
教
育
と
し
て
、

道
徳
科
の
授
業
や
地
域
学

習
等
を
行
っ
て
お
り
、
小

学
校
時
に
学
ん
だ
分
野
を

深
め
、
中
学
校
で
発
展
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
組
へ
の
評
価

と
し
て
、
教
員
間
で
指
導

内
容
の
振
り
返
り
や
、
地

域
学
習
に
お
け
る
「
ま
な

べ
こ
ツ
ア
ー
」
な
ど
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

⬙

新
工
業
団
地
に
幅
広

い
産
業
の
誘
致
を

市
民
ク
ラ
ブ

小
畑

匠  

議
員

※ＤМО…多様な関係者と共同しながら、観光地域づくりを推進する法人のこと
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教育・文化※�教育支援委員会…障害のある子どもの教育的ニーズに対応した教育が行われているかを相談・
助言できる組織

øÿ

Ⱗ

教
職
員
の
高
ス
ト
レ

ス
者
の
現
状
把
握
と
傾
向

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⬙

公
立
学
校
共
済
組
合

「
心
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
事

業
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」

に
お
け
る
本
市
教
職
員
の

高
ス
ト
レ
ス
者
の
人
数
と

受
検
者
全
体
に
対
す
る
割

合
は
、
令
和
２
年
度
は
ü÷

名
で
、
８
・
０
％
、
令
和

３
年
度
は
ûû
名
で
、
６
・

９
％
、
令
和
４
年
度
は
ýý

名
で
、
ø÷
・
６
％
、
令
和

５
年
度
は
þ÷
名
で
、
øø
・

２
％
と
な
っ
て
お
り
、
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ⱗ

教
職
員
の
働
き
方
改

革
の
取
組
状
況
と
改
善
さ

れ
た
点
や
今
後
改
善
す
べ

き
点
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

⬙

本
市
で
は
、
ス※

ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
活
用
や
学

校
給
食
費
の
公
会
計
化
、

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁

日
の
設
定
等
の
取
組
に
よ

り
、
時
間
外
勤
務
が
月
ÿ÷

時
間
を
超
え
る
教
職
員
の

割
合
が
、
小
学
校
で
は
、

令
和
３
年
度
５
・
１
％
か

ら
令
和
５
年
度
３
・
４
％

に
、
中
学
校
で
は
、
令
和

３
年
度
øø
・
９
％
か
ら
令

和
５
年
度
ø÷
・
５
％
へ
と
、

共
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
改
善
す
べ
き
点
と

し
て
は
、
特
定
の
個
人
に

時
間
外
勤
務
が
集
中
す
る

傾
向
に
あ
る
た
め
、
対
策

を
行
い
ま
す
。

教
職
員
の
高
ス
ト
レ

ス
者
の
現
状
は

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

渡
部
　
　
認
議
員

Ⱗ

市
の
体
育
施
設
は
、

老
朽
化
に
よ
る
利
用
時
の

ケ
ガ
や
事
故
の
懸
念
が
あ

る
他
、
夏
場
に
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
市
体
育
施
設
で

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
環
境
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
と
整

備
計
画
を
お
答
え
く
だ
さ

い
。

⬙

施
設
の
老
朽
化
に
加

え
、
熱
中
症
対
策
に
も
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
利
用
者
の
要
望
や
実

態
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に

検
討
し
ま
す
。



地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
公
民
館
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
町
内

会
館
等
に
つ
い
て
、
熱
中

症
対
策
と
し
て
、
エ
ア
コ

ン
を
整
備
し
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
市
の

見
解
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

⬙

市
や
指
定
管
理
者
が

管
理
す
る
施
設
で
は
、
エ

ア
コ
ン
を
計
画
的
に
整
備

し
、
安
全
で
快
適
な
利
用

環
境
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
会
が

所
有
・
管
理
し
て
い
る
町

内
会
館
等
で
は
、
エ
ア
コ

ン
の
設
置
が
必
要
と
、
多

く
の
町
内
会
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
へ
の
回
答
が
あ

る
た
め
、
町
内
会
に
よ
る

エ
ア
コ
ン
設
置
に
対
す
る

補
助
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
会
津

笹
内

直
幸
議
員

Ⱗ

食
材
高
騰
に
対
す
る

本
市
の
対
策
に
つ
い
て
、

学
校
給
食
法
第
11
条
「
学

校
給
食
の
実
施
に
必
要
な

施
設
及
び
設
備
に
要
す
る

経
費
並
び
に
学
校
給
食
の

運
営
に
要
す
る
経
費
の
う

ち
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、

義
務
教
育
諸
学
校
の
設
置

者
の
負
担
と
す
る
。」、
第

２
項
「
前
項
に
規
定
す
る

経
費
以
外
の
学
校
給
食
に

要
す
る
経
費
（
以
下
「
学

校
給
食
費
」
と
い
う
。）

は
、
学
校
給
食
を
受
け
る

児
童
又
は
生
徒
の
学
校
教

育
法
第
1ý
条
に
規
定
す
る

保
護
者
の
負
担
と
す
る
。」

の
規
定
を
踏
ま
え
て
お
示

し
く
だ
さ
い
。

⬙

学
校
給
食
費
に
つ
い

て
は
、
法
に
定
め
る
経
費

の
負
担
区
分
に
基
づ
き
、

食
材
な
ど
の
経
費
は
、
原

則
と
し
て
保
護
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
今
般
の
よ
う
な

急
激
な
物
価
高
騰
に
対
し

て
は
、
国
の
政
策
も
踏
ま

え
、
保
護
者
負
担
の
軽
減

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
、
保
護
者
か
ら
徴
収

す
る
一
食
当
た
り
の
単
価

を
据
え
置
き
、
超
過
分
を

市
が
負
担
す
る
措
置
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

給
食
の
食
材
高
騰
に

対
す
る
対
策
は

市
民
ク
ラ
ブ

大
竹

俊
哉  

議
員

Ⱗ

教※

育
支
援
委
員
会
へ

の
審
査
依
頼
件
数
と
背
景

要
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⬙

令
和
５
年
度
の
依
頼

件
数
は
、
幼
児
þú
件
、
児

童
・
生
徒
は
１
５
８
件
で
、

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
要
因
と
し
て
は
、

社
会
全
体
に
知
的
障
が
い

や
発
達
障
が
い
に
対
す
る

認
識
が
深
ま
り
、
特
別
支

援
教
育
の
必
要
性
に
つ
い

て
保
護
者
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

Ⱗ

教
育
支
援
委
員
会
で

の
精
査
に
は
医
師
の
診
断

も
必
要
で
す
が
、
医
療
機

関
の
受
診
や
心
理
検
査
等

に
時
間
を
要
す
る
こ
と
や
、

教
育
支
援
委
員
会
に
審
査

依
頼
を
行
う
幼
児
・
児
童

・
生
徒
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
対
象
者
へ
の
支
援
に

遅
れ
が
生
じ
る
場
合
の
対

応
策
を
伺
い
ま
す
。

⬙

各
学
校
に
対
し
、
対

象
児
童
生
徒
の
早
期
の
実

態
把
握
に
努
め
る
こ
と
や
、

保
護
者
と
の
面
談
等
の
時

期
を
早
め
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
機
関
等
の
受
診
や
特
別

支
援
学
級
へ
の
入
級
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
習

や
生
活
に
お
い
て
必
要
と

さ
れ
る
支
援
を
切
れ
目
な

く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
体
制
を
構
築

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
支
援
委
員
会
へ

の
審
査
依
頼
件
数
は

市
民
ク
ラ
ブ

小
倉

孝
太
郎  

議
員

※�スクールロイヤー…学校等に対し、学校で発生するいじめ・不登校などさまざまな問題について助言・アドバイスをする
弁護士のこと
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Ⱗ

発
注
者
責
任
を
見
直

し
、
受
注
者
及
び
従
事
者

の
賃
金
等
の
条
件
改
善
に

つ
い
て
、
ご
意
見
を
伺
い

ま
す
。

⬙

社
会
情
勢
が
変
化
す

る
中
で
制
度
の
見
直
し
が

必
要
と
い
う
指
摘
と
受
け

取
り
ま
す
。
地
域
の
経
済

状
況
を
注
意
深
く
見
守
り
、

制
度
見
直
し
の
時
期
を
見

定
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ⱗ

総
合
評
価
方
式
入
札

は
、
制
度
改
正
が
必
要
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

⬙

難
工
事
の
定
義
の
在

り
方
な
ど
に
課
題
が
あ
り
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

Ⱗ

市
発
注
工
事
で
の
週

休
二
日
制
導
入
の
現
況
と

認
識
を
伺
い
ま
す
。

⬙

令
和
６
年
度
は
３
件

の
工
事
で
試
行
し
て
お
り
、

建
設
業
の
担
い
手
確
保
に

寄
与
す
る
取
組
と
し
て
、

拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

Ⱗ

小
額
工
事
を
含
む
予

定
価
格
等
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

⬙

昨
今
の
物
価
上
昇
等

を
踏
ま
え
、
上
限
金
額
の

在
り
方
の
調
査
研
究
が
必

要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ⱗ

公
契
約
条
例
制
定
の

検
討
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⬙

労
働
条
件
の
向
上
、

人
材
確
保
へ
の
効
果
が
期

待
さ
れ
、
引
き
続
き
調
査

研
究
を
行
い
ま
す
。

市
発
注
業
務
の
労
働

条
件
整
備
は

市
民
ク
ラ
ブ

石
田

典
男
議
員

Ⱗ

地
域
運
営
組
織
に
対

し
、
市
は
ど
の
よ
う
な
役

割
を
求
め
て
い
ま
す
か
。

⬙

高
齢
化
や
人
口
減
少

の
進
行
等
に
よ
り
、
町
内

会
や
各
種
団
体
の
運
営
、

集
落
が
果
た
し
て
き
た
機

能
な
ど
の
維
持
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
地
域
も

み
ら
れ
る
中
で
、
地
域
運

営
組
織
に
は
地
域
の
暮
ら

し
を
支
え
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
よ
り
広
い

単
位
で
、
地
域
の
方
々
に

加
え
、
多
く
の
団
体
・
関

係
者
の
参
画
・
協
力
の
も

と
、
町
内
会
等
の
自
治
活

動
や
集
落
の
機
能
を
補
完

す
る
役
割
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

Ⱗ

他
自
治
体
で
は
、
地

域
運
営
組
織
が
地
域
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
地
域

と
行
政
の
役
割
分
担
の
明

確
化
、
再
構
築
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
例
が
あ
り

ま
す
が
、
本
市
で
は
ど
の

よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

⬙

他
市
の
事
例
で
は
、

各
種
団
体
や
町
内
会
等
の

事
務
を
統
合
し
て
地
域
運

営
組
織
が
担
っ
て
い
る
事

例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
、
地
域
全
体
を
再
構

築
す
る
役
割
も
担
っ
て
い

る
形
が
理
想
と
考
え
て
お

り
、
地
域
の
方
と
と
も
に

協
議
を
深
め
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

地
域
運
営
組
織
に
期

待
す
る
も
の
は

立
憲
連
合

丸
山

さ
よ
子
議
員

Ⱗ

ど
こ
で
も
バ
ス
の
実

証
運
行
で
は
、
タ
ク
シ
ー

利
用
機
会
の
減
少
な
ど
、

各
交
通
事
業
者
へ
の
影
響

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

⬙

タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
が
、
影
響
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
と
の
回
答
が

多
く
、
他
の
バ
ス
路
線
に

つ
い
て
も
、
影
響
が
あ
る

と
の
声
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ⱗ

実
証
実
験
後
の
令
和

７
年
２
月
以
降
は
本
格
運

行
と
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

⬙

現
時
点
で
は
決
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
地
域
公

共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、

関
係
者
で
協
議
を
進
め
、

本
格
運
行
を
目
指
し
ま
す
。

Ⱗ

ど
こ
で
も
バ
ス
の
バ

ー
チ
ャ
ル
バ
ス
停
の
周
知

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
バ
ー
チ
ャ
ル
バ
ス
停

は
標
識
等
の
設
置
が
不
要

⬙

で
、
事
業
者
の
運
営
コ
ス

ト
の
抑
制
や
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
バ
ー
チ
ャ
ル

バ
ス
停
や
ど
こ
で
も
バ
ス

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様

へ
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

Ⱗ

門
田
地
区
の
公
共
交

通
を
充
実
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
認
識
を
伺
い
ま

す
。

　
　
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
公
共
交
通
の
必
要
性
と

在
り
方
に
つ
い
て
、
地
域

の
方
々
と
と
も
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⬙

公
共
交
通
の
更
な
る

充
実
を

公
明
党奥

脇

康
夫
議
員

Ⱗ

県
立
病
院
跡
地
利
活

用
事
業
に
係
る
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
、
参
加
表

明
が
無
い
こ
と
か
ら
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
県
立
病

院
跡
地
利
活
用
事
業
を
完

了
さ
せ
る
た
め
ど
の
よ
う

に
進
め
れ
ば
、
早
期
に
事

業
が
完
了
す
る
の
か
、
考

え
方
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

⬙

公
募
を
中
止
し
た
令

和
６
年
７
月
ùú
日
か
ら
８

月
下
旬
ま
で
、
事
業
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
複
数
の
事
業
者
か

ら
「
公
共
施
設
と
収
益
施

設
を
分
離
し
た
う
え
で
、

公
共
施
設
の
先
行
整
備
を

行
う
こ
と
を
検
討
す
べ
き
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
の
屋
内
遊
び

場
を
中
心
と
し
た
多
世
代

が
交
流
で
き
る
施
設
整
備

の
早
期
実
現
に
向
け
て
有

効
な
考
え
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

Ⱗ

具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
で
す
か
。

⬙

募
集
要
項
、
要
求
水

準
書
の
条
件
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
基
本
計
画
に
基
づ

き
取
組
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
含
め
た
方
針
は
決
定

次
第
、
説
明
し
ま
す
。

県
立
病
院
跡
地
利
活

用
事
業
の
早
期
実
現

立
憲
連
合松

崎

新
議
員
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Ⱗ

避
難
行
動
は
、
災
害

の
発
災
時
間
帯
や
季
節
に

よ
り
異
な
る
た
め
、
様
々

な
状
況
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
実
施
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

⬙

災
害
が
激
甚
化
、
頻

発
化
し
て
お
り
、
よ
り
実

践
的
な
訓
練
と
な
る
よ
う
、

実
施
時
期
や
時
間
、
手
法

等
を
含
め
た
内
容
の
充
実

を
図
り
、
市
民
の
防
災
上

の
懸
念
を
考
慮
し
た
訓
練

を
検
討
し
ま
す
。

Ⱗ

海
外
か
ら
の
来
訪
者

も
含
め
、
観
光
客
へ
の
避

難
指
示
・
避
難
誘
導
の
備

え
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

⬙

多
言
語
対
応
等
の
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、
本
市

へ
の
来
訪
者
に
対
し
、
市

内
滞
在
者
の
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
エ
リ

ア
メ
ー
ル
を
一
斉
配
信
す

る
こ
と
で
、
避
難
情
報
の

周
知
が
可
能
で
す
。

Ⱗ

市
民
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
客
に
も
対
応
で
き
る

防
災
訓
練
の
実
施
も
重
要

で
は
な
い
で
す
か
。

⬙

観
光
関
連
事
業
者
や

宿
泊
施
設
等
と
連
携
・
協

力
し
た
訓
練
の
実
施
は
、

地
域
防
災
力
向
上
の
視
点

か
ら
も
効
果
的
な
取
組
で

あ
り
、
関
係
団
体
と
今
後

協
議
し
ま
す
。

ͦ
ͷ
ଞ
ͷ
࣭
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平
時
か
ら
災
害
時
の

備
え
を
す
べ
き

市
民
ク
ラ
ブ

中
川

廣
文  

議
員

Ⱗ

市
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
湿
地
登
録
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

猪
苗
代
湖
周
辺
地
域
の
生

物
多
様
性
の
保
護
と
と
も

に
、
市
民
の
生
活
・
文
化

や
観
光
と
深
く
結
び
つ
い

て
い
る
背
炙
山
や
そ
の
周

辺
の
環
境
を
守
る
こ
と
は
、

猪
苗
代
湖
の
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
登
録
に
も
必
要

な
条
件
と
考
え
ま
す
が
認

識
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

⬙

背
炙
山
や
そ
の
周
辺

は
、
今
回
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
湿
地
と
し
て
登
録
を
受

け
る
範
囲
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
た
め
、
登
録
の
要

件
に
影
響
は
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

Ⱗ

市
長
は
、
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
登
録
を
目
指

す
取
組
に
も
逆
行
す
る
も

の
と
し
て
、
背
炙
山
の
大

規
模
な
風
力
発
電
計
画
に

反
対
の
意
思
を
表
明
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
認
識
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。

⬙

背
炙
山
で
計
画
さ
れ

て
い
る
風
力
発
電
事
業
は
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
へ

の
登
録
に
影
響
を
与
え
る

も
の
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
渡
り
鳥
等
へ
の
影

響
を
さ
ら
に
回
避
・
低
減

す
る
よ
う
環
境
影
響
評
価

の
手
続
き
等
の
中
で
、
意

見
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

風
力
発
電
計
画
に
反

対
を
表
明
す
べ
き

日
本
共
産
党

原
田

俊
広
議
員

৽ிࣷʹأ͏͔௨࿏ͷΠϝʔδ
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આ໌ձऴྃޙɺ࣭ٙԠͷ༷ࢠ

議会モニターの構成
●人数ɹ��໊ʢஉੑ��໊、ঁੑ��໊ʣ
ɹɹɹɹ͏ͪ、ֶߍをؚΉஂମਪન͕��

໊、Ұൠެื໊͕̐
●任期 ྩ݄̒̔からྩ݄̔̏

までʢ֓Ͷ̎ؒʣ

を͍たͩ͘৽たͳݟଓしͯ͝ҙܧຽઢからࢢ
ௌのπーϧͱしͯ、͜れまで議会ใࢴʹରすΔ͝
ҙݟを͍た͍͍ͩͯたใ議会Ϟχλーをൃల͞
せ、৽たʹઃஔしたϞχλー੍です。
ଟ༷ͳੈ、ଐੑのํʹ議会のऔを知͍ͬͯた
͖ͩ、議会ӡӦڀݚࡦし͍ͯΔ内容、議会ධՁ
ͳͲʹ͍ͭͯ͝ҙݟを͍た͖ͩ、議会の׆ಈʹө
し͍ͯ͘͜ͱをతʹし͍ͯます。
ओͳ׆ಈͱしͯ、ຊ会議のௌ議会ͱのҙݟ
。ΞϯέーτのճͳͲ͕͋Γます、ަ
議会、議会Ϟχλーの׆ಈのதでدせられた͝
ҙݟをࡦαΠΫϧʹੜかし、ΑΓҰのॅຽࢱ
の্ʹΊ͍͖ͯます。

議会モニターとは？

　８月29日、議場で、議会モニター委嘱状交付式を開催しました。当日は議長から議会モニター
お一人お一人に、委嘱状が手渡されました。今回議会モニターとなった10代から70代までの44名
の皆さんには、令和８年３月末までの任期で活動いただきます。また委嘱状交付式の開催後は、
議会モニター活動の説明会を開催しました。

議会モニター制度が始まります！
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 ݄ Ր ਫ  ۚ 
���� � � � �

開会日
（提案理由
説明）

� �

� �
本会議
（一般質問
・代表）

��
本会議
（一般質問
・個人）

��
本会議
（一般質問
・個人）

��
本会議
（総括質疑）
予算決算委
員会

��
文教厚生委
員会
建設委員会
予算決算委
員会（第２
・第４分科
会）

��

�� ��
総務委員会
産業経済委
員会
予算決算委
員会（第１
・第３分科
会）

�� ��
予算決算委
員会

�� 　　　��
最終日
（委員会審
査報告～表
決)

��

※　本会議は午前10時から、委員会は午前９時30分から開催され
　ます。
　　なお、日程は変更になる場合があります。
　　最新の情報はホームページなどでご確認ください。

��݄ఆྫձٞのఔ

˔ɹࣈ൛ใ議会、のใ議会ൃ行し
͍ͯます。͝رのํ議会ࣄہまでお
知らせ͍ͩ͘͞。

˔ɹのใ議会ࢢ議会ϗーϜペ
ー ジでฉ͘͜ͱ͕で͖ます。

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

原
田

俊
広

副
委
員
長

松
崎
　
　
新

委
　
　
員

平
田

久
美

　
　
　
　
　
笹
内

直
幸

　
　
　
　
　
中
川

廣
文

　
　
　
　
　
柾
屋
奈
津
子

　
　
　
　
　
大
島

智
子

　
　
　
　
　
村
澤
　
　
智

長
年
、
議
会
活
動
を
お
伝
え
し
て
き

た
「
広
報
議
会
」
で
す
が
、
�
月
�
日

発
行
の
次
号
か
ら
は
タ
イ
ト
ル
を
「
議

会
だ
よ
り
」
に
改
め
、
内
容
も
大
幅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
皆
様
に
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
く
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
広
報
紙
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

中
川

廣
文

編
集
後
記

編
集
後
記

ࣈɾのใٞձ
ʮࢢॴใελジΞϜʯでࢢ議会のใをൃ
৴し͍ͯます。次ճの์ૹ��݄த०を༧定
し͍ͯます。์ૹ決まΓ次ୈ、ࢢのϗーϜ
ページでお知らせします。
˔内容ʜ༧算決算ҕһ会ୈ̐Պ会
ɹɹɹɹの׆ಈใࠂ

ΤϑΤϜձ

ެ৬બڍ๏のن定ʹΑΓ、࣍ͷߦҝͳͲ͕͞ࢭېΕͯいま͢ので、͝ཧղの΄ͲΑΖし͘お͍ئ
します。
˔࣏Ո͕ྱのたΊのࣗචʹΑΔのをআ͖、լঢ়ͳͲの͍ͭ͋͞ީ࣌ঢ়ʢిใϑΝΫγϛ
ϦؚΉʣをग़す͜ͱ。

˔࣏Ո͕৽会ͳͲʹট͞れ、ग़੮せͣʹࣗのྉཧҿ৯ʹ૬すΔۚમをॕّͱしͯग़す
͜ͱञをఏڙすΔ͜ͱ。

˔࠙ஊ会ͳͲで༗͕ऀݖটした࣏ՈʹॕّをٻΊΔ͜ͱ。
˔ൿॻͳͲ͕࣏Ոのཧͱしͯ݁ࠗ൸࿐ԅࣜͳͲʹग़੮し、࣏Ո໊ٛでॕّ߳యをग़す
͜ͱ。

。ԉ会͕、ॕّ、Ֆྠ、߳యͳͲをग़す͜ͱޙ˔
˔࣏Ոޙԉ会͕、͍͋ͭ͞をతͱすΔ༗ྉのࠂをग़す͜ͱ。
ٻをࠂԉ会ʹରし、͍͋ͭ͞をతͱすΔ༗ྉのޙՈ࣏ʢ৽ฉςϨϏͳͲʣ͕ऀۀࠂ˔
ΊΔ͜ͱ。

˞࣏Ո͕ࣗらग़੮しͯॕّ߳యをग़す͜ͱ、会අ੍の会߹ʹ会අʢࣾ会௨೦্のൣғを͑ͳ
͍のʣをͬͯग़੮すΔ͜ͱ、ீిͳͲ、͞ࢭېれ͍ͯΔد行ҝʹ͋たΓませΜ。

をྗڠཧղͱ͝͝ʹࢭഇྱڏ

議会からのお知らせ
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11
11

河東地区 11
11

門田地区 11
11

北会津地区

(月）18:00 (月）18:00 (月）18:30
会　場　�河東農村環境改善セン

ター　会議室
テーマ　�地域づくりについて

会　場　南公民館
　　　　１階会議室
テーマ　�地域のつながりづくり

について

会　場　北会津支所
　　　　ピカリンホール
テーマ　地域防災について

11
12

神指地区 11
12

一箕地区 11
13

湊地区

(火）18:00 (火）18:30 (水）18:00
会　場　�中央公民館神指分館
　　　　会議室
テーマ　�町内会と地域づくりに

ついて

会　場　一箕公民館
　　　　１階会議室
テーマ　地域づくりについて

会　場　湊公民館　
　　　　会議室・視聴覚室
テーマ　地域づくりについて

11
13

大戸地区 11
13

城北地区 11
14

東山地区

(水）18:00 (水）18:00 (木）18:00
会　場　大戸公民館
　　　　２階講義室
テーマ　�地域のつながりづくり

について

会　場　�城北コミュニティセン
ター　２階講習室

テーマ　�これからの地域のつなが
りづくりについて

会　場　東公民館　
　　　　１階会議室１・２
テーマ　地域防災について

11
14

町北・高野地区 11
14

日新地区 11
16

鶴城地区

(木）18:30 (木）18:30 (土）18:00
会　場　北公民館
　　　　１階会議室１・２
テーマ　�これからの地域のつなが

りづくりについて

会　場　�日新コミュニティセン
ター　２階講習室

テーマ　地域づくりについて

会　場　城前団地　集会所
　　　　
テーマ　�町内会と地域づくりに

ついて

11
17

城西地区 11
17

謹教地区 11
19

行仁地区

(日）15:00 (日）18:00 (火）18:30
会　場　�城西コミュニティセン

ター　２階集会室
テーマ　地域づくりについて

会　場　�謹教コミュニティセン
ター　集会室

テーマ　�町内会と地域づくりに
ついて

会　場　�行仁コミュニティセン
ター　１階集会室

テーマ　�これからの地域のつなが
りづくりについて

議員の班編成は裏表紙に掲載しています

ɹࢢ内��۠で、��݄��ʢ݄ʣʙ��ʢՐʣま
でのఔで։࠵します。ͲͳたでࢀՃで͖ますの
で、߹のྑ͍会おܰؾʹおӽし͍ͩ͘͞。
ɹまた、͋らか͡Ίҙަݟをした͍内容͕͋Δํ
、ࣄલʹࢢ議会ϗーϜページまたి
ɾ̛̖̭ʹΑΓ議会ࣄہまでお知らせ͘
͍ͩ͞。

地区ごとの
　会場とテーマ

第30回 市民との意見交換会

１班

２班

３班

４班

５班

３班

１班

４班

５班

２班

５班

１班

３班

２班

４班
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あなたの思いを議会に話しませんか

第30回  市民との
意見交換会
第30回  市民との
意見交換会

●大竹　俊哉
建設委員会

笹内　直幸
文教厚生委員会

長谷川純一
産業経済委員会

大山　享子
産業経済委員会

地区別のテーマや会場、開始時間の情報は、
23ページに掲載しています。

松崎　新
総務委員会

●丸山　さよ子
文教厚生委員会

中川　廣文
文教厚生委員会

髙橋　義人
総務委員会

村澤　智
建設委員会

渡部　認
産業経済委員会

河東地区 11月11日（月）
一箕地区 11月12日（火）
湊地区 11月13日（水）

̍൝

●長郷　潤一郎
産業経済委員会

平田　久美
文教厚生委員会

髙梨　浩
建設委員会

原田　俊広
総務委員会

●譲矢　隆
建設委員会

大島　智子
文教厚生委員会

小畑　匠
産業経済委員会

古川　雄一
総務委員会

横山　淳
（副議長）

文教厚生委員会

石田　典男
建設委員会

●成田　芳雄
総務委員会

柾屋　奈津子
総務委員会

奥脇　康夫
建設委員会

内海　基
建設委員会

吉田　恵三
産業経済委員会

小倉　孝太郎
文教厚生委員会

私たちが皆様の地域に
お伺いします。ぜひ、お
気軽にご参加ください。

神指地区 11月12日（火）
鶴城地区 11月16日（土）
謹教地区 11月17日（日）

̎൝

門田地区　11月11日（月）　
大戸地区　11月13日（水）
東山地区　11月14日（木）

̏൝

北会津地区 11月11日（月）
日新地区 11月14日（木）
城西地区 11月17日（日）

̑൝

城北地区 11月13日（水）
町北・高野地区 11月14日（木）
行仁地区 11月19日（火）

̐൝

※議長は班に所属せず、
　日程を調整のうえ
　意見交換会に参加します。

議長
清川　雅史




